
季節性やトレンド、社会性・地域性など、メディアフックを捉えた

キーワードを冒頭に置くことがポイントです。○○の日というような

記念日も「メディアがなぜ今取り上げるのか」という根拠になります。

【起承転結・展】
プレスリリースの要旨やサービスの重要な特徴は、ファーストビュー

であるリード文に記載しましょう。開発背景などよりも先に、絶対に

ニュースで取り上げられるファクトを先に伝えることをおすすめしてい

ます。

【起承転結・展】
起:商品開発のきっかけ（課題）

承:作り手やユーザーの声、想い

転:パートナーとの提携

など、サービスに深く紐づく場合は、簡単に概要を示すのも手です。

後半のコメントなどで詳細を示していきましょう。



サービスのローンチと同時に行うキャンペーンはあくまでも”おまけ”で

す。先にサービス内容の紹介を行い、後半に記載しましょう。

【起承転結・展】
未来に向けてをプレスリリースに記載することで、「今後もこの企業

を応援したい」という新たなファンの獲得にもつながります。

商品・サービスの特徴だけでなく、どのような背景・きっかけで開発

されたのか、担当者の想いや行動が伝わることで、メディアや生活

者の共感をより得やすくなります。

複数の企業が関与するプレスリリースの場合は、各担当者のコメ

ント掲載をおすすめします。




